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公
共
訴
訟
の
概
念
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向

大

沢

秀

介

は
じ
め
に

一
最
近
の
論
議
の
傾
向

一
結
び
に
か
え
て

tヱ

じ

め

(1
) 

筆
者
は
か
つ
て
公
共
訴
訟
（
E
E

芯

F
9
4司
巴
丘
∞
・92
。
ロ
）
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
公
共
訴
訟
の
考
え
方
は
そ
の
中
で
も
触
れ
て

お
い
た
よ
う
に

ハ
l

ヴ
ァ

l
ド
・
ロ
l
・
ス
ク
ー
ル
の
民
事
訴
訟
法
の
教
授
で
あ
る
チ
エ
イ
ズ
（
〉
ゲ5
5
2
P
3
m
）
に
よ
っ
て
初
め
て

提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
チ
エ
イ
ズ
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
で
起
っ
た
市
警
察
に
よ
る
少
数
派
住
民
に
対
す
る
虐
待
行
為
が
問
題

と
な
っ
た
リ
ッ
ゾ
対
グ
l
デ
（
百
N
8
4

・
c
g
仏
。
）
事
件
を
も
と
に
公
共
訴
訟
の
特
徴
を
描
き
出
し
、
そ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
前
稿
に
お
い
て
も
ふ
れ
て
お
い
た
が
再
び
記
す
こ
と
に
す
る
。
川
訴
訟
の
範
囲
は
外
図
的
に
与
え
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
主
と
し
て
裁
判
所
と
当
事
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
ω
当
事
者
構
造
は
厳
密
に
左
右
対
称
的
な
も
の
で
は
な
く
、
不
規
則
に
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拡
大
し
無
定
型
な
も
の
で
あ
る
。

ω
事
実
審
理
は
過
去
へ
と
遡
る
司
法
的
な
も
の
で
は
な
く
、
将
来
へ
と
向
か
う
立
法
的
な
も
の
で
あ



る
。

ω
救
済
は
実
体
上
の
責
任
か
ら
論
理
的
に
引
き
出
さ
れ
た
過
去
の
権
利
侵
害
に
対
す
る
補
償
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、
判
決
の

影
響
は
直
接
の
当
事
者
に
限
ら
な
い
。
救
済
は
将
来
を
考
慮
し
た
柔
軟
で
大
ま
か
な
教
済
の
線
に
沿
っ
て
事
後
的
に
形
成
さ
れ
、
（
判
決326 

の
影
響
は
訴
訟
に
）
参
加
し
な
い
人
々
を
含
め
て
、
多
く
の
人
々
に
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
。
山
間
救
済
は
強
制
的
に
与
え
ら
れ
る
と
い

う
よ
り
も
交
渉
に
よ
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
る
。
制
判
決
後
も
事
件
に
関
す
る
裁
判
所
の
関
与
は
な
く
な
ら
な
い
。
的
裁
判
官
は
受
動
的

な
存
在
で
は
な
く
な
る
。
裁
判
官
は
事
件
に
適
用
さ
れ
る
法
規
の
分
析
と
叙
述
を
行
な
う
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
裁
判
官
は
事
実
に
対
す

る
評
価
を
信
頼
し
う
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に
公
正
か
つ
実
行
可
能
な
効
果
を
も
た
ら
し
う
る
よ
う
に
、
訴
訟
を
組
織
し
形
成
す
る
責
任

を
有
す
る
行
動
的
な
存
在
で
あ
る
。
川
訴
訟
の
対
象
は
私
的
権
利
に
関
す
る
私
人
間
の
争
い
で
は
な
く
、
公
共
政
策
の
内
容
に
関
す
る

不
満
で
あ
る
。

チ
エ
イ
ズ
は
こ
の
よ
う
な
公
共
訴
訟
の
出
現
を
現
代
社
会
の
経
済
体
制
や
社
会
体
制
の
変
化
、
す
な
わ
ち
社
会
立
法
の
増
大
と
の
関

連
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
。

一
九
世
紀
に
お
け
る
訴
訟
形
態
を
支
え
た
経
済
体
制
や
社
会
体
制
と
は
異
な
る
現
代
社
会
の
経
済
体
制
や

社
会
体
制
の
下
に
お
い
て
新
た
な
二
O
世
紀
に
お
け
る
訴
訟
形
態
と
し
て
公
共
訴
訟
が
出
現
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
チ
エ
イ
ズ
の
指
摘
は
か
な
り
の
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
。
た
だ
そ
の
反
響
は
あ
ま
り
好
意
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
盛
ん
に
司
法
積
極
主
義
対
司
法
消
極
主
義
の
論
争
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
多
分
に
影
響
さ
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
は
公
共
訴
訟
は
典
型
的
な
司
法
の
積
極
主
義
を
あ
ら
わ
す
事
例
と
し
て
批
判
的
に
取
り
扱
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

確
か
に
公
共
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
積
極
的
な
姿
勢
で
精
神
病
院
や
矯
正
施
設
な
ど
の
制
度
の
改
革
を
行
な
っ
て
き
た
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
そ
の
積
極
さ
は
ア
ラ
バ
マ
州
の
精
神
病
院
制
度
改
革
が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
ワ
イ
ア
ッ
ト
対
ス
テ
ィ
ッ
ク

ニ
l
（3
9
2
4
m
Eロ
ミ
）
事
飢
で
の
裁
判
所
の
行
動
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
裁
判
所
が
政
治
部
門
と
く
に
州
の
政
治

部
門
に
介
入
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
結
果
公
共
訴
訟
は
政
治
的
性
格
を
持
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
そ
の
行
動
の
正
当
性
、



必
要
性
の
欠
如
を
指
摘
す
る
声
を
招
く
一
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
判
例
上
も
ウ
ォ
l
レ
ン
・
コ
ー
ト
（
3
0

当
局
窓
口
会
ロ
ユ
）
か
ら
パ
l
ガ
l
・
コ
ー
ト
（

3
0

出
口
高
得
。
。
号
仲
）
に
連
邦
最
高
裁

は
っ
き
り
と
公
共
訴
訟
に
対
す
る
態
度
は
そ
の
厳
し
さ
を
増
し
て
き
た
の
で
あ

(9
) 

る
。
と
く
に
パ
l

ガ
l
・
コ
ー
ト
の
理
論
面
で
の
強
力
な
指
導
者
と
目
さ
れ
て
い
る
レ
イ
ン
ク
イ
ス
ト
（
巧
巳
宮

S
H
r
r
Z
E
g
裁
判

（ω
）
 

官
の
公
共
訴
訟
に
対
す
る
態
度
が
リ
ッ
ゾ
事
件
の
判
決
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
き
わ
め
て
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
の
影
響
は
か
な
り
大
き

（
日
）

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
レ
イ
ン
ク
イ
ス
ト
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
彼
の
諸
判
決
の
分
析
を
通
し
て
見
ら
れ
る
法
実
証
主
義
的

判
所
が
変
る
と
と
も
に
徐
々
に
で
は
あ
る
も
の
の
、

立
場
か
ら
容
易
に
推
測
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
自
身
、
自
ら
の
司
法
審
査
の
考
え
方
を
説
明
し
た
論
文
の
中
で
矯
正
施
設
の
制
度

改
革
を
求
め
る
人
々
の
態
度
を
容
認
し
難
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
点
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
学
界
お
よ
び
判
例
上
見
ら
れ
る
態
度
の
結
果
、
公
共
訴
訟
の
考
え
方
そ
の
も
の
を
正
面
か
ら
是
認
し
よ
う
と
す
る
考
え

公共訴訟の概念をめぐる最近の動向（大沢）

方
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

か
つ
弱
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
公
共
訴
訟
に
関
す
る
な
い
し
は
関
連
す
る

諸
論
稿
が
再
び
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
学
界
あ
る
い
は
判
例
に
見
ら
れ
る
態

度
に
も
拘
わ
ら
ず
、
公
共
訴
訟
に
属
す
る
訴
訟
の
件
数
が
近
年
で
も
減
少
せ
ず
、
む
し
ろ
公
共
訴
訟
と
し
ば
し
ば
相
互
互
換
的
に
使
用
さ

（
日
）
（
は
）

れ
る
制
度
改
革
訴
訟
（
F
E
E
t
o
g

－
H
5
2
5

ピ
2
m－
塁
。
ロ
）
が
、
「
全
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
」
と
い
う

現
状
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
最
近
の
論
者
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
現
実
の
状
態
を
踏
ま
え
、
自
己
の
公
共

（
日
）

訴
訟
に
対
す
る
態
度
と
は
別
に
、
公
共
訴
訟
の
存
在
を
所
与
の
前
提
と
し
た
上
で
議
論
を
展
開
す
る
者
さ
え
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

た
だ
問
題
は
や
は
り
公
共
訴
訟
の
件
数
が
、
必
ず
し
も
好
意
的
で
な
い
環
境
の
中
で
何
故
減
少
の
傾
向
を
見
せ
な
い
の
か
と
い
う
点

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
問
題
を
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
単
に
現
在
の
裁
判
所
に
係
属
す
る
訴
訟
の

（
日
）

病
理
学
的
所
見
だ
け
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
解
剖
学
的
所
見
、
す
な
わ
ち
症
状
を
引
き
起
こ
す
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で327 



4母子0
小
。
~
~
心

h之
内

JQ
岨
i~」
子
ム

\-J~京
乞
*1~~i:4思

む
*1剤

投
奇
E
’
出
燃
毛
主
義
む
矧
自
主
’
会
込

JG
吋
心
~
空

!!1＋
＜
み
J
~

.＼－」心..J~」
,..iJJjlltIニ

.$¥ 
i-0 

~J p吋
~
t
-
1
冷

ti吋
心
。

∞N的

ぷ
ミ
」
＃

t建
千
J~t\JQ.1{[~

指
令
官
舟
.
{
2
~
~
也

J二
騒

.1{[21ミ
心
’
脳
同
Q

＜－~:fKl給
品i
H
」
mE
←

i-0.；さ
：；

....JmE1輯
←

i-0惚
程
標
杓
~
以
＜
4
ヰKti憶

希
2

e
常
吋

.p:\Q~
盟
榊
千
J4♀

i-0＇ト
H

ャ＇＇K
Q

岡高｝同
Q
梶
村

.¢j入
j必
！
嬰
令
J
0
 P

’
4何
｝
←
Q
司
~
臨
み
！
異
吋

\-1
:; J行ti~」

：；
。

(
 

...... 
)

 翠
穫
「
＜

q:fま
桔
稲
お
:
Q
v

ト(d＊持H
-
0
術
協
一
一
部
乞
ト
穴
~
1
ミ
記

~)1...IJJjiI斑
Q
悔
国

fil~国
軍
一
一
」
「
斑
掛
目
玉
駅
』
同

111説。..＼］n)tゾ
1
・
~
＜
O
叶
’

1J<)m(~fι
。

(
 

C'<l) 
423 u. s. 

362 
(1976). 

（
的
）
翠
樺
・
~
~
~
制
三

11]-tJ-llJ<)m(o 

（
司
）
翠
~
・
~
~
~
柑
311H(1町

（
凶
）

}
j
Q
J足
以
や
ユ
ν
笠
’

4」
心
吋
宮
担
L揺

mm倒
E
「
貯
誕
Q
悔
閣
制
端

...IJ寝
閣
制
榔
」
『
誕
緋
輔
側
』

1
-
K
<
1
 

Jド
1111証

炉
｛
く
阿
~S!EQ}j...lj.

（ω
） 
ぷ
4
イ
当

D
o
n
a
l
d
L. 

Horowitz, 
T
h
e
 Courts 

and Social 
Policy 

(Washington, 
D. 

C.,: 
Brookings Institution, 

1977
）
偽
匪
Q
u
心
．

（
ト
）

334 
F. 

Supp. 1341 
(M. D. 

Ala. 
1972），

α'if'd 旬
仰

rt
a
n
d
 rev'd

伽
仰

rt
sub 

nom. 
W
y
a
t
t
 v. 

Aderhalt, 
503 

F. 
2
d
 1305 

(5th Cir. 

1974). 
~
お
ト
ヤ
ト

h
ム
怖
誌
は
や

:, 
\-l~

’
事

~l書
・
~
~
~
a
；世3111fil阿

童
相
3
.
v
~
·士
以
程
科
会

J~S!EQ}j...IJ。

(
 

oo) 
Horowitz, 

s
u
p
r
α
n
o
t
e
 6, 

at 
4-9. 

(CJ)) 
Fiss 

&
 K
r
a
u
t
h
a
m
m
e
r
,
 
T
h
e
 Rehnquist 

Court, 
N
e
w
 Republic, 

Mar. 
10, 

1982; 
..J,f?..J}JQJ廷

は
や
鳴
り

Note,
Plurality 

Decisions
α
π
d
 

Judicial 
Decisioη

m
α
k
印

g,
94 

Harv. 
L. 

Rev. 
1127 

(1981
）
立
国
側
Q
刑
事
長
曜
但
縞

0·fH·n~1"'..J.,G)
1
：
足
取
Q
縞
軍
七

rrQ'I".
低
気
、
心

~.,G)骨
~
w
収

1-,G)

0
 e
枠
制
~
0
駒
嵐
E
ヤ
n
m
~
心
。
例
記
’

Note,
T
h
e
 
C
h
α
nging 

Social 
Vision of J1istice 

Blackrt山
肌

96
Harv. 

L. 
Rev. 

717 
(1983）

ピ
’

.f?0

ν
斗
ャ
入
、
、

：－r<
ム
よ
）
~
思
州

<l,a~
今

j\.J
ム

~A.Irぐ
必

~\.J
：，.｝」

ト
If\
°
＇
~
！
＂
入
部
穿
｛
阻
弔
問
叶
E京

4王子Cd1オ
窓
会
！
高
ε

、P
0
~
l
'
Q
}
j
心
会

l轄
轄

~l'Q
。

（
日
）

See 
Mishkin, 

Federal 
Courts

αs State 
Reformers, 

35 W
a
s
h
 &

 L
e
e
 L. 

Rev. 949, 
975 

(1978). 

（
口
）

Shapiro, 
M
r
.
 J1lStice 

R
e
h
π
q
叫
ist:

A
 Prelim

印
α
ry

View, 
90 

H
a
i・v.

L. 
Rev. 

293, 
301 

(1976). 

(;::::) 
Rehnquist, 

Observation-
T
h
e
 Notion of

α
L
似
吋

Co
附

tit包
tio肌

54
Tex. 

L. 
Rev. 693 

(1976). 

（
~
）
 

~AJ·t<·~ 
Special 

Project, 
T
h
e
 R
e
m
e
d
i
αl Process 

in 
InstitutioηαI 

R
e
f
o
r
m
 Litigatioη

，
78 Colum. 

L. 
Rev. 

788 
(1978

）
；
制
~

Note, 

I
骨iplemeηtα

tioη
Problems

4η
Institutio叩

I
R
e
f
o
r
m
 
Litigα

tioη
，
91 

H
a
i・v.

L. 
Rev. 428 

(1977) 
.,G'~ll!E 0

 >J
心
。

（
ヨ
）

Rhode, 
Conflicts 

iη
Clα

ss 
Actio冗

s,
34 

Stan. 
L. 

Rev. 
1183, 

1184 
(1982). 

（巳）
Id. 

at 
1183. 



（
日
）
出
回
目
、
司
百
戸
時
め

£
U
1
3
ζ
D足
立
－
N
U
u
w
∞
『
ミ
三
｜
町
4
C
1
3
S三
九
叶
宮
、
ミ
き
的
。
＼
片
足
之
内

q
p
c
ω出
向
弓4
・
F
－
M
H
0
4
・
r
a

（H
S
C）
・

最
近
の
論
議
の
傾
向

チ
エ
イ
ズ
は
最
近
ハ
l

ヴ
ァ
l

ド
・
ロ

l

・
レ
ビ
ュ
ー
の
一
九
八
一
年
開
廷
期
に
お
け
る
連
邦
最
高
裁
判
所
判
例
回
顧
特
集
号
に
「
公

共
訴
訟
と
パ
I

ガ
i

・
コ
ー
ト
」
と
題
す
る
論
文
を
寄
稿
し
た
。
そ
の
論
文
の
主
た
る
内
容
は
公
共
訴
訟
と
の
関
連
か
ら
み
た
当
事
者

適
格
、
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
裁
判
官
の
救
済
を
形
成
す
る
段
階
で
の
裁
量
に
つ
い
て
の
判
例
の
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

結
論
と
し
て
彼
は
、

ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
や
や
問
題
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
当
事
者
適
格
の
領
域
及
び
救
済
形
成
段

階
に
お
け
る
裁
判
官
の
裁
量
に
関
す
る
領
域
に
お
い
て
は
、
連
邦
最
高
裁
の
否
定
的
な
態
度
に
も
拘
わ
ら
ず
、
伝
統
的
な
訴
訟
形
態
か

ら
新
し
い
訴
訟
形
態
へ
の
移
行
に
伴
な
う
発
展
が
み
ら
れ
る
と
す
る
。

公共訴訟の概念をめぐる最近の動向（大沢）

こ
の
よ
う
な
チ
エ
イ
ズ
の
判
例
の
分
析
に
は
必
ず
し
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
よ
り
慎
重
な
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
チ
エ
イ
ズ
の
今
回
の
論
文
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
点
は
彼
が
繰
り
返
し
、
か
つ
前
稿
に
比
べ
て
よ
り
明
瞭
に
公
共
訴
訟

の
意
味
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
公
共
訴
訟
と
い
う
名
称
は
「
公
共
訴
訟
に
属
す
る
訴
訟
事
件
に
お
い
て
連
邦
裁
判
所
が
も

(3
) 

は
や
私
人
間
の
私
的
な
紛
争
を
私
法
（
甲
山
g
z
z
i

の
諸
原
則
に
従
っ
て
解
決
す
る
」
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ

(4
) 

そ
こ
で
は
裁
判
所
は
「
公
共
的
あ
る
い
は
準
公
共
的
計
画
の
執
行
を
め
ぐ
る
苦
情
を
取
り
扱
い
」
、
そ
し
て
そ
れ
ら
計
画
に
直
接
関
係

(5
) 

す
る
「
法
律
あ
る
い
は
憲
法
に
具
現
化
さ
れ
て
い
る
公
共
政
策
を
擁
護
す
る
」
こ
と
を
期
待
さ
れ
、
判
断
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
エ
イ
ズ
の
考
え
方
は
最
近
の
公
共
訴
訟
に
関
す
る
論
稿
を
判
断
す
る
上
で
の

一
つ
の
判
断
枠
組
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
最
近
の
公
共
訴
訟
に
関
す
る
諸
論
稿
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
第
一
の
特
徴
は
い
ま
述
べ
た
チ
エ
イ
ズ
の
考



え
方
か
ら
容
易
に
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
当
事
者
主
義
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
点
で
あ
る
。

た
と
え
ば

ウ
ィ
ル
ト
ン
（
目
自
。S
M可
巧
口
付
。
ロ
）
は
「
当
事
者
主
義
の
理
論
は
、
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単
純
な
私
人
間
の
訴
訟
に
基
づ
い
て
い
る
。
（
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
）

(6
) 

形
式
的
に
現
代
の
複
雑
な
公
共
訴
訟
（
3
5
0
E
2
m
己
目
。
ロ
）
に
適
用
す
る
時
に
は
適
当
な
代
表
（
同
8
2
8

早
急
。
ロ
）
を
確
保
し
が
た
い
」

(7
) 

と
す
る
。
そ
し
て
彼
は
自
ら
の
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
裁
判
官
が
訴
訟
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
な
く
主
体
的
か
つ
能
動
的
な

役
割
を
演
ず
る
公
共
訴
訟
と
い
う
考
え
方
は
、
判
決
の
社
会
的
受
容
の
基
盤
で
あ
る
当
事
者
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
危
胎
に
瀕
さ
せ

る
も
の
だ
と
す
る
。

ま
た
レ
ズ
ニ
ッ
グ
（
』
急
三
回
目
。mE
W
）
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
裁
判
（
〉
丘
昆
山
口
色
。
ロ
）
の
観
念
は
、
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
の
開
始
、

(9
) 

公
開
性
、
上
級
審
に
よ
る
下
級
審
判
断
の
再
審
査
に
あ
る
と
す
る
。
公
共
訴
訟
に
お
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
よ
う
な
観
念
は
そ

の
ま
ま
妥
当
し
な
い
。
た
と
え
ば
前
述
の
ワ
イ
ア
ッ
ト
事
件
で
連
邦
地
裁
は
収
容
患
者
の
人
権
救
済
の
た
め
に
、

ア
ラ
パ
マ
州
の
精
神

病
院
制
度
の
改
革
を
志
向
し
た
。
具
体
的
に
は
州
に
対
し
精
神
病
院
の
目
的
及
び
機
能
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
を
命
じ
、
さ
ら
に
そ

の
報
告
書
の
内
容
を
不
十
分
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
聴
閉
会
を
聞
い
て
裁
判
所
独
自
の
基
準
を
定
め
、
そ
の
基
準
を
実
施
す
る
手
段
と

し
て
人
権
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
連
邦
地
裁
は
人
権
問
題
解
決
ま
で
事
件
に
対
す
る
管
轄
権
を
留
保
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ワ
イ
ア
ッ
ト
事
件
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
公
共
訴
訟
に
お
い
て
は
裁
判
官
が
当
事
者
を
も
含
め
た
多
く
の
人
々
と
訴
訟
後
に
訴
訟

の
範
囲
を
裁
判
官
の
主
導
の
下
に
交
渉
し
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、

レ
ズ
ニ
ッ
ク
の
よ
う
に
裁
判
官
は
当
事
者
と
訴
訟
前
と
訴
訟
後
に

訴
訟
の
進
路
、
時
期
そ
し
て
範
囲
を
交
渉
し
決
定
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
観
点
か
ら
は
極
め
て
異
端
的
な
も
の
に
映
る
こ
と
に
な
ろ

う
確
か
に
当
事
者
主
義
の
特
徴
は
「
当
事
者
が
訴
訟
の
進
行
と
範
囲
に
つ
い
て
主
導
権
を
有
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
見
ら
れ
、
そ
の
立

場
を
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
裁
判
の
本
質
的
特
徴
と
し
て
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

レ
ズ
ニ
ッ
グ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
公
共
訴
訟
の



考
え
方
は
非
難
の
対
象
と
な
り
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
問
題
は
レ
ズ
ニ
ッ
ク
が
そ
の
分
析
の
枠
組
と
し
て
、
裁
判
官
が
訴
訟
に
お
い

て
ゲ
l

ム
の
審
判
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
当
事
者
主
義
に
対
し
て
、
裁
判
官
が
事
実
を
究
明
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る

職
権
主
義
と
い
う
対
極
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
当
事
者
主
義
と
職
権
主
義
を
両
極
と
す
る
軸
を
設
定
す
る
こ
と

自
体
は
問
題
が
な
い
と
し
て
も
そ
の
軸
の
上
に
公
共
訴
訟
の
考
え
方
を
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
公
共
訴
訟
の
提
起
す
る
当
事

者
主
義
の
現
代
的
音

公
共
訴
訟
に
関
す
る
最
近
の
論
稿
の
中
に
見
ら
れ
る
第
二
の
特
徴
は
、
権
利
と
救
済
の
関
係
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
理
解
と
絡
め
て

論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
す
で
に
権
力
分
立
論
と
の
関
連
か
ら
公
共
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
所
の
衡

（
ロ
）

平
法
上
の
能
力
の
限
界
を
と
く
ナ
l

ゲ
ル
（
開
。
宮
ユ
Z

高
己
）
と
並
ん
で
、
公
共
訴
訟
に
対
し
厳
し
い
態
度
を
と
っ
た
ミ
シ
ュ
キ
ン
（
宮
己

冨
山
m
y
w
E）
の
論
文
の
中
に
既
に
そ
の
端
緒
が
示
さ
れ
て
い
る
。

公共訴訟の概念をめぐる最近の動向（大沢）

ミ
シ
ュ
キ
ン
は
公
共
訴
訟
の
考
え
方
の
中
で
見
過
す
こ
と
の
出
来
な
い
点
と
し
て
、
政
府
諸
機
関
を
連
邦
裁
判
所
が
監
督
す
る
こ
と

（
円
以
）

が
望
ま
し
い
と
す
る
前
提
か
ら
、
新
た
な
憲
法
上
の
主
張
が
あ
ま
り
に
も
容
易
に
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
。
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
は
公
共
訴
訟
に
お
い
て
「
（
た
び
重
な
る
行
使
を
通
し
て
）
救
済
が
そ
れ
自
身
権
利
と
し
て
、
あ
る
い
は
よ
り
一
般
的
に

一
つ
の
制
度
の
合
法
性
を
判
断
す
る
規
範
的
規
準
と
し
て
実
体
法
の
一
部
に
な
り
ヘ
「
漠
然
と
し
た
抽
象
的
な
憲
法
上
の
規
範
が
体
系

的
に
形
成
さ
れ
る
」
と
い
う
考
え
方
は
認
め
難
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
た
と
え
救
済
の
繰
り
返
し
の
中
か
ら
一
穏
の
憲
法
上
の
規

（
日
）

範
が
生
ず
る
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
訴
訟
に
お
け
る
権
利
と
救
済
の
間
の
隔
た
り
が
狭
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
権

利
と
救
済
の
関
係
の
論
理
的
結
び
付
き
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
依
然
と
し
て
公
共
訴
訟
に
お
け
る
両
者
の
隔
た
り
は
必
要
以
上
に
大

き
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
公
共
訴
訟
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
そ
の
目
的
が
精
神
病
院
、
矯
正
施
設
な
ど
の
制
度
そ
れ
白
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体
の
改
革
に
あ
り
、
そ
の
改
革
の
必
要
性
の
認
識
の
下
に
憲
法
上
の
権
利
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
や
す
い
か
ら



で
あ
る
。

ミ
シ
ュ
キ
ン
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
公
共
訴
訟
の
考
え
方
が
許
容
さ
れ
る
場
合
を
「
裁
判
所
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
制
度
的
救
済

（
げ
）

が
疑
い
も
な
く
唯
一
可
能
な
効
果
的
救
済
で
あ
る
」
事
例
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ミ
シ
ュ
キ
ン
は
主
と
し
て
憲
法
上
の
レ
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ベ
ル
の
問
題
と
し
て
公
共
訴
訟
を
論
じ
る
。
確
か
に
公
共
訴
訟
の
具
体
的
事
例
と
し
て
チ
エ
イ
ズ
が
あ
げ
た
事
件
は
、
公
立
学
校
に
お

け
る
人
種
差
別
、
矯
正
施
設
収
容
者
の
人
権
侵
害
、
選
挙
定
数
再
配
分
な
ど
で
あ
り
、
連
邦
憲
法
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
度
重
な
る
救
済
を
通
じ
て
そ
の
中
か
ら
生
成
さ
れ
る
権
利
は
必
ず
し
も
憲
法
上
の
レ
ベ
ル
の
も
の
に
限
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
最
高
法
規
と
し
て
の
憲
法
の
性
格
上
、
憲
法
レ
ベ
ル
の
権
利
の
生
成
は
そ
の
影
響
の
大
き
さ
か
ら
注
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
訴
訟
の
出
現
の
背
景
を
現
代
社
会
全
体
の
社
会
体
制
及
び
経
済
体
制
の
変
化
の
結
果
も
た

ら
さ
れ
た
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
憲
法
上
の
レ
ベ
ル
に
限
定
し
て
理
解
す
べ
き
か
ど
う
か
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
公
共
訴
訟
に
お
け
る
権
利
と
救
済
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
両
者
の
隔
た
り
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、

救
済
を
形
成
す
る
段
階
で
の
裁
判
官
の
行
使
す
る
裁
量
の
幅
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
そ
の
裁
量
を
ど
の
よ
う
に
規
制
す
べ
き
か
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

レ
ズ
ニ
ッ
ク
の
指
摘
す
る
よ
う
に
憲
法
の
起
草
者
達
の
意

（
四
）

図
は
連
邦
議
会
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
す
る
歴
史
的
理
由
か
ら
す
る
正
当
性
の
問
題
が
あ

る
。
ま
た
実
際
の
必
要
性
か
ら
す
る
反
対
論
も
存
在
す
る
。

公
共
訴
訟
に
お
け
る
権
利
と
救
済
の
関
係
に
由
来
す
る
い
ま
見
た
二
つ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
公
共
訴
訟
と
憲
法
と
の
関
連
、
そ
し
て

（
幻
）

裁
判
官
の
裁
量
の
規
制
に
関
し
て
無
視
出
来
な
い
の
は
、
最
近
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（
巧
巴gs
E
$
o
y
o
吋
）
が
発
表
し
た
論
文
で
あ
る
。
フ

レ
ッ
チ
ャ
l
は
前
述
し
た
二
つ
の
問
題
を
最
近
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
た
イ
リ
l
（rg

同
・
巴
匂
）
の
提
唱
す
る
司
法
審
査
に
関
す
る
プ



（n
）
（
お
）

ロ
セ
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
成
果
を
利
用
し
つ
つ
論
じ
る
。

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
そ
の
議
論
の
基
礎
と
し
た
イ
リ

l

の
理
論
の
内
容
は
き
わ
め
て
多
様
か
つ
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
目

的
を
あ
え
て
求
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
界
に
お
け
る
永
年
の
課
題
で
あ
る
司
法
審
査
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
調
和

の
可
能
性
の
模
索
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
司
法
審
査
と
い
う
反
多
数
派
的
性
格
を
有
す
る
司
法
審

査
を
政
治
過
程
に
お
け
る
多
数
派
の
支
配
と
調
和
さ
せ
つ
つ
、

命
題
を
含
ま
せ
う
る
理
論
の
構
築
に
あ
る
。

か
っ
そ
こ
に
少
数
派
の
保
護
と
い
う
ウ
ォ
l

レ
ン
・
コ
ー
ト
の
中
心
的

イ
リ
ー
は
そ
の
理
論
の
源
泉
を
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ロ
リ
l
ン
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
判
決
脚
注
四
の
第
二
、
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
求
め
、
参
加

志
向
・
代
表
制
補
強
的
（
司
号
5
6
9
2
3
1包
g
E
S

仏

H
5
2
窓
口
2
2
4
0
l
E
民
。
ヨ
宮
内
）
司
法
審
査
ア
プ
ロ
ー
チ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
導

き
出
す
。
す
な
わ
ち
第
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
連
邦
最
高
裁
判
所
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
機
能
が
政
治
過
程
を
通
常
の
通
り
機
能
さ
せ
続

公共訴訟の概念をめぐる最近の動向（大沢）

け
、
「
政
治
的
参
加
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
確
実
な
も
の
と
し
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
さ

れ
る
。
ま
た
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
多
数
派
の
偏
見
に
よ
る
少
数
派
へ
の
迫
害
の
危
険
性
に
絶
え
ず
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
と

す
問
。
し
た
が
っ
て
権
力
を
有
す
る
者
が
自
己
利
益
の
増
大
を
意
図
し
、
一
言
論
と
投
票
に
よ
る
人
々
の
政
治
過
程
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
阻

止
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
さ
ら
に
多
数
派
が
偏
見
に
基
づ
い
て
特
定
の
少
数
派
の
利
益
を
無
視
な
い
し
軽
視
し
、
代
表
制
民
主
主
義
の

中
核
に
あ
る
す
べ
て
の
利
益
に
対
す
る
平
等
な
関
心
と
敬
意
を
払
う
と
い
う
責
任
を
果
さ
な
い
場
合
、
通
常
の
時
と
異
な
る
厳
格
な
司

法
審
査
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
の
よ
う
な
イ
リ
l
の
理
論
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
析
を
進
め
る
。
彼
は
ま
ず
公
共
訴
訟
を

選
挙
区
定
数
再
配
分
、
公
立
学
校
で
の
人
種
差
別
、
精
神
病
院
収
容
患
者
の
人
権
侵
害
、
矯
正
施
設
収
容
者
の
人
権
侵
害
な
ど
そ
の
人

権
を
救
済
す
る
た
め
に
は
制
度
全
体
の
改
革
を
必
要
と
す
る
制
度
訴
訟
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
に333 



よ
っ
て
イ
リ
！
の
理
論
が
具
体
的
に
妥
当
す
る
領
域
と
公
共
訴
訟
の
領
域
が
共
通
の
も
の
と
な
る
。

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
制
度
訴
訟
の
対
象
が
公
共
制
度

9
5
E
F

白
書
口
氏
0
5
）
全
体
の
見
直
し
と
い
う
点
に
あ
り
、
半
ば
必
然
的
に
政
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治
的
性
格
を
帯
び
ざ
る
を
え
ず
、
裁
判
官
は
政
策
決
定
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
と
く
に
憲
法
的
制
度
訴
訟
の
場
合

に
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
と
す
る
。
裁
判
に
お
け
る
決
定
と
政
策
決
定
に
つ
い
て
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
フ
ラ

l
p
g

『
己
目
。
『
）

の
、
裁
判
は
単
一
中
心
的
（
冨
8
2
8
E
O

）
な
問
題
の
決
定
に
は
む
く
が
、
政
策
決
定
の
よ
う
な
複
数
中
心
的
旬
。
U
可g
ロ
E
O
）
な
問
題

の
決
定
に
は
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
と
す
る
有
名
な
指
摘
が
あ
る
。

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
！
の
一
種
の
公
式
は
制
度
訴
訟
の
場
合
に
は
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
な
い
と
す
る
。
す

な
わ
ち
彼
は
政
策
決
定
の
よ
う
な
複
数
中
心
的
な
問
題
を
裁
判
を
通
じ
て
解
決
し
う
る
可
能
性
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
制

度
訴
訟
に
お
け
る
問
題
は
単
に
裁
判
に
よ
る
決
定
と
政
策
決
定
の
方
式
の
相
違
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
実
現
を
要
求
さ
れ
る
価
値
が

法
規
範
か
ら
論
理
的
に
引
き
出
し
え
な
い
と
い
う
点
で
非
法
律
的
な
性
格
を
制
度
訴
訟
が
持
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し

非
法
律
的
で
か
つ
複
数
中
心
的
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
も
、
当
事
者
の
間
で
合
意
が
形
成
で
き
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
。
問
題
が

深
刻
化
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
非
法
律
的
で
か
つ
複
数
中
心
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
合
意
が
形
成
で
き
ず
、
裁
判
所
が
積
極

的
に
解
決
に
乗
り
出
す
事
態
が
生
じ
た
時
で
あ
る
。
こ
の
場
合
政
策
形
成
の
基
礎
と
な
る
情
報
の
収
集
面
で
の
裁
判
所
の
能
力
の
不
安

に
加
え
、
裁
判
所
に
よ
る
解
決
が
当
事
者
の
権
利
関
係
を
危
胎
に
瀕
さ
せ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
法
的
に
は

保
護
さ
れ
て
い
な
い
実
体
上
の
権
利
（
な
い
し
利
益
）
を
主
張
す
る
人
々
の
利
益
を
ど
の
程
度
保
護
す
べ
き
か
に
応
じ
て
、
裁
判
官
に
よ

っ
て
種
々
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
（
原
告
の
権
利
と
そ
の
権
利
に
対
す
る
救
済
が
）
選
択
」
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
の
よ
う
な
制
度
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
官
の
裁
量
に
つ
い
て
の
基
準
の
限
定
化
と
規
範
化
を
求
め
、
そ
し
て
そ
れ

を
通
し
て
ミ
シ
ュ
キ
ン
の
指
摘
す
る
公
共
訴
訟
に
お
け
る
権
利
と
救
済
の
関
係
の
逆
転
現
象
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
通



常
典
型
的
な
憲
法
的
制
度
訴
訟
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
議
員
定
数
再
配
分
事
件
、
強
制
的
パ
ス
通
学
事
件
、
矯
正
施
設
制
度
改
革
事

件
、
精
神
病
院
制
度
改
革
事
件
の
う
ち
前
二
者
と
後
二
者
は
、
裁
判
官
に
よ
る
裁
量
の
行
使
を
限
定
化
し
、
規
範
化
し
う
る
憲
法
上
の

基
準
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
区
別
さ
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
議
員
定
数
再
配
分
事
件
と
強
制
的
パ
ス
通
学
事
件
に
お
い
て
連
邦
最

（
お
）

高
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
な
憲
法
上
の
基
準
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
議
員
定
数
再
配
分
事
件
の
場

合
に
お
け
る
基
準
は
一
人
一
票
の
原
則
で
あ
り
、
さ
ら
に
強
制
的
パ
ス
通
学
事
件
に
お
い
て
も
争
点
と
な
っ
て
い
る
憲
法
上
の
価
値
が

（
幻
）

非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
連
邦
最
高
裁
判
所
の
側
に
強
い
認
識
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
問
題
は
議
員
定
数
再
配
分
事
件
と
強
制
的
パ
ス
通
学
事
件
と
に
共
通
し
、
他
の
二
つ
の
事
件
で
あ
る
矯
正
施
設
制
度

改
革
事
件
及
び
精
神
病
院
制
度
改
革
事
件
と
を
弁
別
し
識
別
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
こ
の
占
…
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
に
よ
れ
ば
責
任
（

F
E
Z

－
広
三
に
関
す
る
法
準
則
の
形
成
の
段
階
と
救
済
の
段
階
に
共

公共訴訟の概念をめぐる最近の動向（大沢）

通
し
て
連
邦
裁
判
所
の
行
動
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
政
治
制
度
が
深
刻
な
そ
し
て
慢
性
的
な
機
能
不
全
に
陥
り
、
そ
の
結
果
本
来
明

白
に
処
理
さ
れ
る
べ
き
違
憲
行
為
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
議
員
定
数
再
配
分
事
件
は
こ
の
意
味
で
ま
さ
に

政
治
過
程
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
典
型
的
な
例
で
あ
り
、
強
制
的
パ
ス
通
学
事
件
も
政
治
過
程
が
何
ら
か
の
障
害
に
よ
っ
て
円
滑
に
機

能
し
て
い
な
い
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
事
件
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
精
神
病
院
制
度
改
革
事
件
と
矯
正
施
設
制
度
改
革
事
件

は
、
政
治
過
程
の
機
能
不
全
す
な
わ
ち
政
治
過
程
へ
の
参
加
の
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
、
孤
立
し
隔
離
さ
れ
た
少
数
派
を
保
護

す
る
必
要
性
と
直
接
関
連
性
を
有
し
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

い
ま
ま
で
主
と
し
て
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
議
論
を
通
し
て
見
て
き
た
公
共
訴
訟
に
お
け
る
権
利
と
救
済
の
関
係
お
よ
び
救
済
段
階
に
お

け
る
裁
量
の
限
定
化
と
規
範
化
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
公
共
訴
訟
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
論
争
的
な
主
題
を
形
成
し
て
き
た

335 

L

、
今
後
と
も
盛
ん
に
議
論
さ
れ
よ
う
。



チ
エ
イ
ズ
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ら
の
指
摘
に
対
し
、
公
共
訴
訟
の
救
済
形
成
段
階
で
示
さ
れ
る
裁

（
ぬ
）

判
官
の
裁
量
は
、
公
共
訴
訟
で
の
救
済
が
将
来
的
で
か
つ
積
極
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
権
利
と
救
済
の
厳
格
な
結
び
付
き
を
重
視

と
こ
ろ
で
、

336 

す
る
従
来
の
法
的
思
考
の
枠
組
の
中
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
チ
エ
イ
ズ
は
、
公
共
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
官
の
裁
量

に
つ
い
て
の
効
果
的
な
監
督
の
手
段
と
し
て

コ
モ
ン
・
ロ
l
に
お
け
る
陪
審
を
規
律
す
る
た
め
に
発
達
し
て
き
た
権
利
と
救
済
と
の

関
係
の
重
視
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
行
政
法
に
お
け
る
行
政
庁
の
裁
量
に
対
す
る
司
法
審
査
の
諸
類
型
の
適
用
の
可
能
性
を
示

（ω
）
 

唆
す
る
の
で
あ
る
。

チ
エ
イ
ズ
は
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ら
の
よ
う
に
憲
法
の
条
文
な
い
し
憲
法
の

（
引
）

構
造
全
体
か
ら
明
白
に
推
し
量
り
う
る
憲
法
上
の
権
利
の
存
在
を
前
提
と
し
て
救
済
の
範
囲
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
を
拒
否
す

い
ま
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
あ
る
程
度
推
察
で
き
る
よ
う
に
、

る
。
む
し
ろ
彼
は
種
々
の
異
な
っ
た
事
件
に
お
い
て
様
々
な
裁
判
官
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
諸
救
済
の
累
積
の
中
か
ら
収
飲
す
る
形
で
一

（
必
）

定
の
権
利
が
生
じ
、
そ
の
権
利
の
意
義
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
エ
イ
ズ
の
権
利
と

救
済
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
を
支
え
て
い
る
も
の
は

一
つ
に
は
彼
自
身
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
裁
判
所
が
コ
モ

（
必
）

ン
・
ロ
l
裁
判
所
と
し
て
の
伝
統
の
影
響
を
受
け
て
き
た
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
チ
エ
イ
ズ
の
権
利
と
救
済
の
関
係

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
に
は
行
政
国
家
化
し
た
現
代
国
家
と
い
う
認
識
と
そ
の
下
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
に
関

す
る
考
察
が
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

チ
エ
イ
ズ
は
す
で
に
最
初
の
論
文
の
中
で
訴
訟
を
公
共
政
策
を
め
ぐ
る
問
題
解
決
の
た
め
の
一
つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
辺
が
、
今
回
の
論
文
で
は
さ
ら
に
そ
の
考
え
方
を
進
め
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の
訴
訟
と
い
う
考
え
方
の

妥
当
性
に
関
す
る
）
疑
問
は
、
こ
の
司
法
に
よ
る
活
動
が
複
雑
な
現
代
国
家
の
官
僚
政
治
を
規
制
す
る
た
め
の
一
つ
の
蓄
積
的
努
力
の
一

部
分
と
認
識
さ
れ
る
時
、
新
た
な
傾
向
を
帯
び
る
。
憲
法
的
意
味
｜
｜
実
体
的
立
法
権
の
制
限
ー
ー
に
お
け
る
司
法
審
査
は
、
今
日
の



裁
判
所
の
公
共
的
法
機
能
（E
z
r
F
9
4
司
古
足
立
。
ロ
）
に
お
い
て
限
ら
れ
た
要
素
に
し
か
過
ぎ
ず
、
そ
し
て
長
く
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
も

の
に
す
ぎ
な
い
。
新
た
な
も
の
、
そ
し
て
私
が
支
配
的
な
も
の
と
信
じ
て
い
る
も
の
は
、
連
邦
司
法
部
が
州
と
連
邦
の
行
政
官
庁
そ
し

て
大
規
模
な
私
的
制
度
の
諸
活
動
に
異
議
を
申
し
立
て
、
そ
れ
ら
諸
活
動
を
規
制
す
る
た
め
に
広
範
囲
に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
」
そ
し
て
彼
は
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
裁
判
所
を
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
（
法
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
）
利
益
と
集
団
に
代
っ
て
、

も
ち
ろ
ん
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
官
僚
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
個
人
に
代
っ
て
監
督
の
機
能
を
行
使
す
る
制
度
」
と
し
て
と

ら
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
に
お
い
て
は
、
権
利
と
救
済
の
関
係
に
対
す
る
理
解
が
従
来
の
伝
統
的
な
理
解
と
異
な

る
も
の
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

現
代
に
お
け
る
行
政
国
家
化
の
進
展
と
い
う
要
素
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
チ
エ
イ
ズ
の
考
え
に
あ
っ
て
は
単
に
そ
の
権
利
と
救
済
と

の
関
係
に
対
す
る
理
解
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ば
か
り
に
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
チ
エ
イ
ズ
の
公
共
訴
訟
の
考
え
方
そ
の

公共訴訟の慨念をめぐる最近の動向（大沢）

も
の
を
基
礎
付
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
行
政
国
家
化
に
伴
な
う
各
種
行
政
機
関
の
創
設
そ
し
て
そ
れ
に
随
伴
す
る
官
僚
へ
の
権
力
の

集
中
、
増
大
と
い
う
事
態
を
問
題
視
す
る
傾
向
は
チ
エ
イ
ズ
の
公
共
訴
訟
の
考
え
方
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
さ
ら
に
公
共
訴

訟
の
考
え
方
の
背
後
に
は
当
初
「
第
四
権
力
」
と
し
て
批
判
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
後
実
際
上
の
必
要
性
か
ら
行
政
部
と
の
憲
法
上
の
関

係
を
陵
昧
の
ま
ま
に
し
つ
つ
、
そ
の
存
在
を
今
日
容
認
さ
れ
て
い
る
独
立
行
政
委
員
会
の
存
在
と
の
類
推
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
チ
エ
イ
ズ
の
提
唱
す
る
公
共
訴
訟
の
考
え
方
は
、
独
立
行
政
委
員
会
擁
護
の
た
め
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
一
八
O
度
転
回
さ
せ
た

も
の
と
し
て
理
解
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
現
代
の
行
政
国
家
化
現
象
は
公
共
訴
訟
の
考
え
方
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

本
論
文
の
中
で
す
で
に
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
公
共
訴
訟
の
考
え
方
の
基
礎
に
は
連
邦
裁
判
所
は
公
共
訴
訟
に
お
い
て
は
私
人
間
の
私337 

的
な
紛
争
を
私
法
の
原
則
に
従
っ
て
解
決
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
認
識
の
背
後
に
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公共訴訟の概念をめぐる最近の動向（大沢）

（
お
）
松
井
茂
記
「
司
法
審
査
と
民
主
主
義
付
。
同
」
法
学
論
叢
一O
九
巻
五
号
、
一
一
O
巻
一
号
、
一
一
一
巻
三
号
、
一
九
八
二
年
。

（
泊
）
た
と
え
ば
】U
E
ロ
句
切
与Z
F

。
。s
t
E
2
0
5
H

『
F
Z
ω

（Z
g
司

J『
2
F
Z

・
ペ
－
一
。u内
向
。E
d
E
4
2

回
目q
M
M
H
・2
由
、
H
S
N）
参
照
の
こ
と
。

（
お
）
イ
リ
1

は
現
在
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ロ
I

・
ス
ク
ー
ル
の
法
科
大
学
長
の
職
に
あ
る
が
、
一
九
六
四
年
に
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
ウ
ォ
l

レ
ン
長
官
の
ロ

ー
・
グ
ラ

1

グ
を
務
め
て
い
る
。

（
お
）
ω
O
K
H
d－m
－
E
P
E
N

ロ
・
品
（
呂
ω
∞
）
・

（
幻
）
同
－u〉
主
国
U
1
9
ロ
。
Z
N
M
W
E
斗
印1
斗
0
・

（
お
）
H
U
E
W
R凶4
Z
N
U
S
N－
＼9
5
5
t
N
4
3
9
N凶d
r
D
1目、ls
a

円
四
句
作
師
、
ミ
ミ
デhH
N
o
y
z
m
け
－
r
l『
・M
M
ω－
M
ち
（
巴
∞H
）
・

（m
U）
司
－o
Hロ
ゲO
ロ
的

H
h暗
号
ロ

o
Z
N
H
W伊
け
α
ω
ω．

（
却
）
L記
・
巳
0
8
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、
憲
法
的
制
度
訴
訟
に
お
い
て
、
と
く
に
以
下
の
よ
う
な
制
度
訴
訟
の
特
徴
が
一
層
生
じ
や
す
い
と
さ
れ
る
．
川
訴
訟

に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
要
素
が
種
々
複
雑
で
あ
る
こ
と
。ω
判
断
基
準
と
な
る
経
済
的
そ
し
て
政
治
的
価
値
が
怒
意
的
な
も
の
と
な
り
や
す
い
こ
と
。
同
裁
判
所
の
判

断
に
対
す
る
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段
が
憲
法
的
制
度
訴
訟
で
は
憲
法
修
正
な
ど
限
定
的
か
つ
多
大
な
努
力
を
必
要
と
す
る
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
．

削
救
済
を
形
成
す
る
場
合
そ
の
形
成
の
た
め
の
規
範
的
基
準
を
見
出
し
が
た
い
こ
と
。
主
主
。
主
・

（
紅
）
司
巳
－op
『
言
、
0
3
5
5
H

門
出F
2
H公
的
。
＼k
E
L九回
交
仙
台
色
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誌
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。
。

E
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ロ
仇w
m
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仏
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〉
B
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o
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担
）
出
伯
仲
口
宮
司
－

E
W
1
9
ロ
o
g
N
H
W
E
R
吋
・

（
お
）
L
E－
F
H
E
吋
・

（
鈍
）
H
R
F
F
H
O
U
∞
・

（
お
）
L
Z－
E
g
u

・

（
部
）
』
記
－E
g

∞
・

（
幻
）
L記
・
旦
⑦
斗
ω
・

（
沼
）
」
記
－Eo
s

－

（
ぬ
）
の
げ
戸
一
吉
田

w
E
M
u－
Q

ロ
。
芯
ゲ
巳
品
。
・

（
州
出
）L記
－
E
g

・

（
叫
）
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
そ
の
議
論
の
基
礎
と
し
た
イ
リ
ー
は
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
．
「
憲
法
草
案
は
主
と
し
て
：
：
：
プ
ロ
セ
ス
と
構
造
に
関
心
が

注
が
れ
、
特
定
の
実
体
的
価
値
の
確
認
と
保
全
に
関
心
が
注
が
れ
た
わ
け
で
は
な
い
」
巴
句
、

E
M
u
s
g
g
N
P
E
S
－

（
位
）
の
｝
】
恒
一
可

g
w
E
M
M守
Q

ロ
o
g
H
W
E
h
m斗・

（
必
）
』
「
札
－

F
H
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F
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V

時
。
ユy
g
g
宮
内
山
田
白
ロ
冊
。
片
岡
冊
目
。

F
戸
建
H
H
0
4
広
場

Z
0
・
ω
・
）
・
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結
び
に
か
え
て

西
欧
の
近
代
自
由
主
義
が
い
ま
再
び
聞
い
直
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
決
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
す
で
に
一
九

六
0
年
代
後
半
に
は
聞
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
認
識
が
単
に
知
的
エ
リ
ー
ト
聞
の
論
議
の
対
象
の
み

に
と
ど
ま
ら
ず
具
体
的
な
訴
訟
と
な
っ
て
瀕
発
し
て
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
指
摘
の
新
た
な
意
味
が
あ
る
よ

(2
) 

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
当
事
者
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
有
効
性
を
掘
り
崩
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
近
時
の

グ
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
瀕
発
の
根
本
的
理
由
と
し
て
最
近
指
摘
さ
れ
て
き
た
点
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
先
ほ
ど
若
干
の
紹
介
を
行
な
っ
た

イ
リ
l
の
司
法
審
査
に
関
す
る
憲
法
理
論
も
多
元
主
義
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
の
自
由
主
義
擁
護
の
議
論
と
し
て
理
解
さ
れ
う

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
西
欧
の
近
代
自
由
主
義
が
い
ま
再
び
問
い
直
さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
こ
と
の
で
き
る

現
象
な
い
し
分
析
は
数
多
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
と
の
関
連
で
ま
ず
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ス
チ
ュ
ア
l

ト
（E
o
z
a

∞
g
d
gユ
）
が
一
九
七
五
年
に
著
し
た
ア
メ
リ
カ
行
政
法
の
変
容
に
関
す
る
著
名
な
論
文
で
あ
る
。ス
チ
ュ
ア
l
ト
は
ま
ず
現
代
に
お
い

て
、
行
政
国
家
化
の
進
展
に
よ
っ
て
行
政
機
関
の
関
与
す
る
領
域
が
多
く
な
り
、
行
政
庁
の
行
為
に
対
す
る
司
法
審
査
の
要
求
が
強
ま

る
一
方
、
多
様
化
す
る
利
害
関
係
に
よ
っ
て
政
策
の
一
貫
性
が
維
持
し
が
た
く
な
っ
て
き
た
と
す
る
。
そ
の
結
果
そ
の
よ
う
な
事
態
に

対
応
し
て
行
政
法
に
お
け
る
司
法
審
査
の
焦
点
が
か
つ
て
の
よ
う
な
私
的
自
治
に
対
す
る
国
家
権
力
の
不
当
な
介
入
の
阻
止
と
い
う
、



国
家
対
市
民
と
い
う
対
立
的
な
図
式
で
と
ら
え
ら
れ
る
伝
統
的
モ
デ
ル
か
ら
、
新
た
に
主
張
さ
れ
る
利
益
の
多
様
性
を
前
提
に
、
行
政

機
関
に
委
任
さ
れ
た
立
法
権
の
行
使
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
す
べ
て
の
利
益
に
対
す
る
公
平
な
代
表
の
確
保
を
図
る
利
益
モ
デ
ル
に

移
行
し
た
と
す
る
。

そ
し
て
そ
の
移
行
は
彼
に
よ
れ
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
す
る
。
川
行
政
庁
の
行
為
に
関
す
る
司
法
審

査
を
ご
く
自
然
の
前
提
と
し
て
考
え
る
見
方
の
急
激
な
確
立
。

ω
事
前
に
聞
か
れ
る
行
政
庁
の
聴
開
会
に
参
加
す
る
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ

ス
条
項
の
下
で
の
権
利
利
益
を
賦
与
さ
れ
る
利
益
の
範
囲
の
拡
張
。
ω
行
政
庁
の
決
定
が
下
さ
れ
る
公
式
の
過
程
に
参
加
す
る
よ
う
な

法
律
あ
る
い
は
規
則
に
よ
っ
て
、
権
利
利
益
を
賦
与
さ
れ
る
利
益
の
範
囲
の
拡
張
。
凶
行
政
庁
の
行
為
に
関
す
る
司
法
審
査
を
受
け
る

権
利
利
益
を
賦
与
さ
れ
た
利
益
の
範
囲
の
拡
張
。

こ
の
よ
う
な
移
行
は
彼
に
よ
れ
ば
、
多
元
主
義
的
な
考
え
方
の
影
響
下
に
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
伝
統
的
モ
デ
ル
に
対
し
て
加
え

公共訴訟の概念をめぐる最近の動向（大沢）

ら
れ
て
き
た
批
判
、
す
な
わ
ち
現
存
の
規
制
の
下
に
あ
る
集
団
に
対
し
て
は
片
寄
っ
た
好
意
が
示
さ
れ
な
が
ら
、
未
組
織
な
人
々
へ
は

(8
) 

無
関
心
で
あ
る
と
い
う
批
判
に
対
す
る
解
答
を
も
含
む
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
ス
チ
ュ
ア
l
ト
自
身
は
こ
の
よ
う
な
利
益
代
表
モ
デ

ル
は
必
ず
し
も
伝
統
的
モ
デ
ル
に
代
わ
り
う
る
よ
う
な
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
近
い
将
来
に
お
い
て
も
従
来

(9
) 

の
モ
デ
ル
に
代
替
す
る
よ
う
な
一
般
的
モ
デ
ル
は
当
分
構
築
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
公
共
訴
訟
の
考
え
方
は
彼
の
よ
う
な
立
場

（
叩
）

か
ら
す
れ
ば
楽
観
的
に
す
、
ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ス
チ
ュ
ア
l
ト
が
今
日
の
行
政
法
の
直
面
す
る
問
題
の
根
源
を
現
代
の
都
市
化
あ
る
い
は
技
術
化

の
進
展
し
た
社
会
に
お
け
る
私
的
自
治
の
理
想
の
脆
弱
さ
、
不
完
全
さ
に
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
現
代
に
お
い
て
人
々
の
有

し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

す
る
政
治
的
社
会
的
機
会
が
、
私
的
な
場
合
そ
し
て
政
府
に
よ
る
場
合
を
も
含
め
て
集
合
的
活
動
（
♀
ロ0
0
2
2

〉
己
目
。
ロ
）
に
よ
っ
て
強
力

に
形
成
さ
れ
た
社
会
的
環
境
の
一
つ
の
属
性
と
し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
わ
れ
わ
れ
の
理
解
す
る341 



社
会
的
選
択
の
諸
モ
デ
ル
｜
｜
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
立
法
部
そ
し
て
市
場
i

ー
が
、
政
府
の
拡
大
し
た
機
構
を
効
果
的
に
制
御

（
日
）

す
る
こ
と
が
全
く
出
来
な
い
。
す
な
わ
ち
、
個
人
の
自
己
決
定
の
た
め
の
適
当
な
範
囲
を
確
保
す
る
こ
と
が
全
く
出
来
な
い
」
と
い
う
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こ
と
を
鋭
く
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

近
代
自
由
主
義
の
危
機
と
い
う
点
で
ス
チ
ュ
ア
I

ト
の
所
説
と
と
も
に
看
過
出
来
な
い
の
は
批
判
的
法
学
s
z
s
g
H
F
a
p
H
m
g
e
g
）

(U
) 

の
動
向
で
あ
る
。
批
判
的
法
学
に
つ
い
て
は
す
で
に
法
学
教
育
と
の
関
連
で
触
れ
て
お
い
た
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
リ
ア
リ

ズ
ム
法
学
の
深
化
の
作
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
代
自
由
主
義
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
を
伴
な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
と
く
に

批
判
的
法
学
の
理
論
的
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
ア
ン
ガ
l

（F
Z

吋
Z
C

認
書
）
が
最
近
著
し
た
論
文
は
今
後
の
批
判
的
法
学
の
動
向
を

考
え
る
上
で
重
要
な
も
の
と
な
ろ
う
。

た
だ
本
稿
で
は
、
論
文
全
体
の
検
討
は
後
日
に
譲
り
、
彼
が
公
共
訴
訟
に
つ
い
て
若
干
の
言
及

を
行
な
っ
た
部
分
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

ア
ン
ガ
ー
は
ま
ず
法
一
般
さ
ら
に
憲
法
に
関
す
る
考
え
方
が
市
民
革
命
の
前
と
後
で
は
異
な
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
市
民
革
命
前
に

お
い
て
は
、
法
お
よ
び
憲
法
は
社
会
分
化
（
∞
包
巳
巴
i

回
目
。
ロ
）
と
社
会
階
層
を
表
現
し
擁
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
も
の
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
た
が
、
市
民
革
命
後
に
は
権
利
の
体
系
は
そ
れ
ら
社
会
秩
序
か
ら
は
超
越
し
た
形
で
機
能
す
る
よ
う
に
と
変
化
さ
せ
ら
れ

（
日
）

た
と
す
る
。

批
判
的
法
学
の
運
動
は
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
し
て
個
人
の
自
己
同
一
性
の
社
会
的
貫
徹
、
さ
ら
に
よ
り
条
件
の
少
な
い
そ
し
て
制

限
的
で
な
い
社
会
生
活
の
必
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
社
会
分
化
と
社
会
階
層
化
と
い
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
と
も
に
、
権
利
の
体
系
は

（
日
）

そ
れ
ら
社
会
分
化
と
社
会
階
層
化
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
存
在
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
ア
ン
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
批
判
的
法
学
の
考
え
方
は
自
由
主
義
的
な
法
理
論
お
よ
び
政
治
理
論
を
極
限
に
ま
で
押
し
進
め
た
も
の
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
仮
に
ア
ン
ガ
l

の
い
う
よ
う
に
法
が
個
人
の
自
己
同
一
性
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
個
人
の
存
在
を
許
し
保
護
す
る
よ
う
な
社



会
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
社
会
分
化
お
よ
び
社
会
階
層
化
に
対
抗
し
う
る
存
在
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
抽
象
論
の

レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
限
り
あ
ま
り
重
要
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
は
い
え
な
い
。
ア
ン
ガ

l

は
今
回
の
論
文
の
中
で
そ
の
よ
う
な
批
判
に

対
し
「
国
家
と
そ
の
他
の
社
会
に
お
け
る
巨
大
な
規
模
の
制
度
的
構
造
を
再
構
成
」
す
る
た
め
の
計
画
案
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
そ
の

計
画
案
の
中
の
一
つ
の
提
案
と
し
て
統
治
機
構
の
数
的
増
大
が
、
制
度
の
構
成
を
改
革
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
円
滑
さ
を
図
る
た
め

の
前
提
条
件
と
し
て
必
要
な
も
の
と
し
て
説
か
れ
、
公
共
訴
訟
も
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ガ
！
の
考
え
る
社
会
へ
と
現
代
社
会
が
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
す
る
上
で
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
い
え
ば
、

チ
エ
イ
ズ
が
公
共

訴
訟
の
考
え
方
の
源
泉
を
、
「
法
と
法
体
系
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
思
考
方
法
で
あ
り
、
そ
し
て
よ
り
大
き
な
社
会
的
、
政
治
的
、

文
化
的
な
環
境
に
つ
ら
な
っ
て
関
係
し
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
『
現
代
の
法
意
識
』
に
お
け
る
は
る
か
に
広
範
囲
に
及
ぶ
変
化
」
に

求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
公
共
訴
訟
は
批
判
的
法
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

公共訴訟の概念をめぐる最近の動向（大沢）

と
こ
ろ
で
仮
に
公
共
訴
訟
の
考
え
方
が
い
ま
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
近
代
自
由
主
義
の
危
機
と
の
関
連
で
と
ら
え
ら
れ
る
と
し
て

も
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
ひ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
法
体
系
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を

（
初
）

必
要
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
現
状
の
分
析
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
歴
史
的
に
も
広
範
な
分
野
で
の
調
査
を
必
要
と
し

ょ
う
。
公
共
訴
訟
は
そ
の
意
味
で
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
こ
の
非
常

に
大
き
な
問
題
に
対
す
る
有
力
な
手
が
か
り
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（1
）
た
と
え
ば

H
H
O
Zユ
司
・
当
。
日
・
叶
宮
司
0
4
3
q
o
同
E
g
g

－u
g
h
p∞
（
切g
z
p

戸
〉
－
一
切
g
g

ロ
句
古
田
回
、H
S
∞
）
を
参
照
の
こ
と
．

（2
）
当
ロ
H
O
p
s
－
9
5

芯

M
I
G－
E

島
一
切
唱
団
巳
曲
。
同
S
E
w
－
き
も
1
9
S
S
M
－

P
E

台
品
・

（3
）
冨
E
R

号
、
言
尋
問
詩
的
な
刊
誌
出
向

C
S
臼
円
四
守
白OS
弘
め
F
2
2
q同
三
も
目
的
～
出
h
M
K
F勾S
S
喧
G
S
札
叫
す
a
G
o
g
k
r
s
s
N
M
3
定
時
三
J
沼
田
F
2

・
F
－
H
H
2・
8
品
・

。
。
∞
（Hm
v
斗
む
）
・

（4
）
松
井
・
前
掲
論
文
註
二
｜
側
一
一
一
巻
三
号
六
四
｜
六
八
頁
。
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（5
）
宮
担
当
伊
吋
グ
『
言
回
目H・0
1き
9
之
内H
a
o
H
K
砕
き
ミ
品
目
Q
s
h
舎
三
誌
な
マ
ミ
叫S
F
O
N－
－
∞
∞
同
月
4
・
H
b
M
N
0
4
・
呂
町
、
アH寸
（
）
ぬ
（

H
φ
J
1
5

・

（6
）
L記
－
E
H
斗H
M・
伝
統
的
モ
デ
ル
と
は
こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
な
中
心
的
要
素
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
る
。
川
私
人
に
対
し
制
裁
を
科
す
場
合
に
は
、
行
政
庁
の
行

為
を
規
律
す
る
準
則
を
通
し
て
、
立
法
部
に
よ
り
権
限
を
授
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．ω
行
政
庁
が
遵
守
す
べ
き
決
定
手
続
き
はω
の
要
件
を
行
政
庁
が
満
た
す

こ
と
を
確
実
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
行
政
庁
の
決
定
過
程
は
要
件

ω
と
凶
に
行
政
庁
が
応
ず
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
よ
う
に
司
法
審
査
を
促

進
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ω
司
法
審
査
は
要
件
ω
と

ω
に
応
じ
る
こ
と
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
利
用
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
＆
－

H
S
N
l記
・

（7
）
L記
・
己

H
4
5・

（8
）
」
記
－E

口
g
・

（9
）
L記
－
E

ロ
ロ
・

（
叩
）
」
記
－EH
∞
8
・

（
日
）
彼
は
伝
統
的
な
裁
判
過
程
（
〉
丘
忌
日

g
g
q

可
『0
8

出
血
）
の
効
用
を
説
く
．
包
－
E

口
巴
ロ
・
足
。
・

（
ロ
）
L
E－
E
H
∞
H
N・

（
臼
）
L記
－
E
H
∞
5
・

（U
）
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
の
動
態
の
一
断
面
｜
｜
ア
メ
リ
カ
の
法
学
教
育
の
あ
り
方
を
通
し
て
｜
｜
」
『
法
学
研
究
』
五
六
巻
二
号
、
一
九
八
三
年
、
一
頁
。

（
日
）
ロ
ロ
哲
ア
『
宮
町
三
円
台
巴
ト
昌
巳
足
立
S

ミ
2
3
3
p
g

出
島
4
・
H
b
H
W
2・
8
r
g

日
（H
S
ω）
・

（
日
）
L
E－
E
g
u
・

（
口
）
L記
－
E
g
o
－

（
国
〉
L
E・
胆
仲
間
∞0・

（
四
）
ロE
3
9
Z
W
3
5

芯

M
l
r
巳
∞
・

（
却
）
た
と
え
ば
カ
ラ
プ
レ
シ
イ
（
C
E
含
白
色
与
吋
g

日
）
は
近
著
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
主
張
を
行
な
う
．
す
な
わ
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
諸
々
の
改
革
さ
ら
に
裁

判
所
の
活
動
は
法
の
風
化
（
。z
♀
2
2
5
0

）
に
対
す
る
反
応
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
．
そ
し
て
彼
は
法
の
風
化
に
対
す
る
一
つ
の
対
応
策
と
し
て
、

制
定
法
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
か
ら
な
る
現
代
的
コ
モ
ン
・
ロ
！
の
構
造
を
把
握
す
る
必
要
を
唱
え
、
こ
れ
ま
で
伝
統
的
に
こ
の
種
の
任
務
を
担
っ
て
き
た
コ
モ
ン
・
ロ

l

裁
判
所
の
任
務
の
現
代
的
復
活
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
も
の
は
あ
く
ま
で
も
従
来
の
コ
モ
ン
・
ロ

l

裁
判
所
と
の
対
比
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
現

代
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
l

裁
判
所
の
復
活
も
憲
法
上
の
保
障
の
問
題
を
除
け
ば
、
立
法
部
優
位
の
全
体
像
の
中
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
。
巳
色
。

凸
m
w
H
P
げ
吋
冊
子
〉
口
。
包
目
。
ロ
F
担
当
同
。
『
5
0

〉
向
。
。
同
盟
主ES
H
E

－
H
E
（
凸FB
宵
広
畑
町
9

冨
・
〉
－
一
回
号4
P
E
C
E
4
0『
回
目
仲
匂
句
一
『

g
p
H
S
N）
・
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